
第
３
回

カ
レ
ッ
ジ
川
柳
会
月
報
（
八
月
例
会
結
果
報
告
） 

日
時 

：
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所 
：
美
浜
公
民
館
第
三
会
議
室 

出
席
者
：
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
井
田
麗
櫻
、
井
上
慧
姑
、
萱
野
澄
奴
、 

高
野
平
太
、
谷
口
勝
、
豊
田
桃
花
、
両
角
節
爾
、 

山
口
の
ぼ
ん
、
山
岸
順
、
黒
崎
与
三
坊 

 

課
題
「
若
い
」
互
選
句 

「
１
点
」 

ギ
ラ
ギ
ラ
な
闘
志
と
パ
ワ
ー
夢
ド
ラ
マ 

 
 
 

平 

太 

甲
子
園
流
し
た
汗
が
勝
ち
を
呼
ぶ 

 
 
 
 
 

節 

爾 

若
づ
く
り
自
己
満
足
で
い
い
じ
ゃ
な
い 

 
 
 

澄 

奴 

寝
坊
し
て
ま
た
言
い
訳
の
二
十
代 

 
 
 
 
 

慧 

姑 

秋
葉
原
メ
イ
ド
喫
茶
を
覗
く
爺 

 
 
 
 
 
 

与
三
坊 

挫
折
し
て
自
己
実
現
の
夢
芝
居 

 
 
 
 
 
 

平 
太 

若
い
甥
年
上
妻
妬
け
良
い
な
あ 

 
 
 
 
 
 

の
ぼ
ん 

頼
ら
れ
て
若
い
と
云
わ
れ
空
元
気 

 
 
 
 
 

桃 

花 

「
２
点
」 

 
 

爺
ち
ゃ
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
る
甲
子
園 

 
 
 

順 

 
 

若
作
り
遠
近
法
で
微
調
整 

 
 
 
 
 
 
 
 

麗 

櫻 

正
論
に
丸
く
な
ら
な
い
長
寿
会 

 
 
 
 
 
 

順 
 

青
春
の
詩
読
ん
で
老
人
ま
だ
朽
ち
ず 

 
 
 
 

与
三
坊 

リ
オ
五
輪
若
い
力
が
競
い
合
う 

 
 
 
 
 
 

節 

爾 

 
 
 

こ
ろ
こ
ろ
と
笑
い
転
げ
る
女
学
生 

 
 
 
 
 

麗 

櫻 

 
 
 

四
十
年
前
の
寅
さ
ん
映
画
皆
若
く 

 
 
 
 
 

桃 

花 

「
３
点
」 

若
い
夢
や
た
ら
ア
ク
セ
ル
踏
み
た
が
る 

 
 
 

節 

爾 

我
が
子
ら
が
自
立
飛
び
立
ち
余
る
部
屋 

 
 
 

慧 

姑 

首
に
な
る
恐
れ
も
忘
れ
立
ち
向
う 

 
 
 
 
 

勝 

オ
ム
ツ
取
れ
喝
采
浴
び
る
初
舞
台 

 
 
 
 
 

与
三
坊 

青
リ
ン
ゴ
化
け
ろ
黄
色
い
サ
ク
ラ
ン
ボ 

 
 
 

平 

太 

な
つ
か
し
く
青
い
山
脈
口
ず
さ
む 

 
 
 
 
 

勝 

「
４
点
」 

若
作
り
自
己
満
足
の
極
み
な
り 

 
 
 
 
 
 

麗 

櫻 

リ
オ
五
輪
若
さ
い
っ
ぱ
い
生
む
ド
ラ
マ 

 
 
 

桃 

花 

「
６
点
」 

電
話
出
て
孫
か
と
聞
か
れ
怒
る
祖
母 

 
 
 
 

与
三
坊 

惜
敗
の
若
き
涙
に
と
も
に
泣
く 

 
 
 
 
 
 

澄 

奴 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
０
１
６
年
９
月
１
０
日
発
行
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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～
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九
月
例
会
予
定 

日
時
：
九
月
二
十
八
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所
：
美
浜
公
民
館
・
第
一
会
議
室 

課
題
：
「
ス
イ
ッ
チ
」
三
句 

 
 

※
九
月
二
十
一
日
ま
で
に
事
務
局
あ
て
投
句
を
お
願
い
し
ま
す
。 


